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1 援 助吐 1巴料 (lB― N)利 用 に よる施お巴の省力化 に
ついて

L背 景と特徴

現在牧草的に使われている肥料は、速効性のため肥効の持続が短か く、そのため利用
の都度、年      |

に3～ 5回 も追肥が必要であると

上方、放牧地は草生産の平準化が望まれながら、場所が山地傾斜地
に介在するところが多いため、

こなめな追肥作業は不可能である。以上から施肥労力の省力と草の平準化を目的に各種緩効性肥料

および碑化抑待J剤の肥効特性を検討した結果、 IB一 Nが ほ 期ゞ待できることが明らか
になつた。    |

2 技 術 店浴

(1)IB入 肥料春 1回の施肥により、採草地では作業体系
から途中の追肥作業の省略が可能である。

また激微地では季節生産の平準化がほ 期ゞ待でき、また施肥労力の節滅効果が大
とい。特に平準

化は 7月から9月の 1回施肥においてその効果が高い。

(2)IB入 肥料の 1回施肥は速効性肥料
の■2回施肥にまさり、3回分施と同等の収量性がある。

IBと Nの 合右比率は 40～ 80%の 間がよく、その比率が高いほど肥効持続が長
い。

(3)IB入 肥料ぃ速効性肥料
よりも牧草中の硝酸態窒素の蓄積が少ない。

(4)IB=N60%含 有肥料の 1回施肥は、平但地では速効性肥料の3回分施まりも生産費は高く

つくが、作業能率の低下する条件ではまさる。 IB一 N40%含 有肥料ででは平但地
でも速効性

肥料の2・ 3回分施と同等の生産費である。

(5)経 済性の面からは散布能率の低い山地傾斜草地、速距離草地、
労働力の供給の少ない地申猷

有望な肥料である。

a 指 導上の留意点

Ibが 入ることに工り肥料費が若千高くなるので経営の条件、適用の条件等十分検討のうえ使用    |

されたい。

な 試 験成績の概要

(1)試 験課題名 緩 効性肥料の施用に関する試験

(2)試 験年次及び場所  昭 和 47 ～
 50年  岩 手畜試

(3)試 験方法                                          ,

① 供試草地 :オ
ーチヤードグラス単播草地                 ヽ

② 試験処理 :(肥 効特性、施肥時払 利用回数、3要素肥率の検討)

(4)主 要成果の具体的デ
ーター
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み入肥料の早春1回施肥を速効性肥料3回分施との,麟 (生草～/'loa//'daY)
一―― IB入 肥料十一 ●速効性肥料 3回分施
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⑤  IB八 肥料の1回施肥と速効性肥料分施との費用比綾
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⑥ 作業能率が低下したときの。比岐
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低価格緩効1/f肥料の開発

④ IBN含 有率の違いによる比較
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